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要　旨
体育科におけるダンスの授業では、しばしば身近な「新聞紙」を用いることで学習効果を高めることが指
摘されている。本報では、2008年にダンスが必修化された中学校、あるいは高等学校における体育科のダン
スの学習指導内容と指導法の特徴を明らかにするために、1989年３月から20年間に及ぶ月刊誌「女子体育」
を対象として、「新聞紙」を教材としたダンス学習の実践報告を網羅的に収集し、その内容を検討した。その
結果、小学校・大学等と同様に、「新聞紙」の利用によってダンスの授業の導入時における生徒の心理的圧迫
を軽減し、心身を解放して多様な動きに繋がるダンスの学習指導内容やその指導法に容易に展開できるとい
うことが、多くの実践報告で指摘されていた。このことから、中学校・高等学校においても、「新聞紙」を用
いた学習指導は、必修化により初めてダンスを指導する教師にとっても取り組みやすい、効果的な教材であ
ることが再確認できた。
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Ⅰ　緒　言
周知のとおり、中学校・高等学校における体育
科の内容の運動領域は、体つくり運動、器械運動、
陸上競技、水泳、球技、武道、ダンスである。そ
の中でも、「ダンス」は、学校教育の中でどのよ
うに取り扱われてきたのであろうか。学校体育に
おけるダンス教育の変遷に関して、概観してみ
る。戦後、昭和22年の学校体育指導要綱で、そ
の運動領域名がダンスになり、既成作品を教える
ダンスの授業から、自由に表現する創造的なダン
スの授業へと転換が図られた。その後は、体育科
の中の「ダンス」として、自らがダンスを創り踊
る「創作ダンス」と、仲良く踊って楽しむ「フォ
－クダンス」（外国の民踊、日本の民踊）の内容
で構成された（畑野，2008）。
平成元年の学習指導要領からは、生涯教育とし
ての学習内容も広がり、その他のダンスも履修さ
せることができるようになった。また、個人差に
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も配慮され、男女共修や選択性が導入された（文
部省，1989a，1989b）。その後、平成10年の学習
指導要領において、従来の学習指導要領にみられ
る①「創作ダンス」（表したいイメージやテーマ
を全身の動きで自由に表現する）と、②「フォー
クダンス」（伝承された踊りを身に付けてみんな
で一緒に踊る）に加え、新たに③「現代的なリズ
ムのダンス」（現代的なリズムにのって、自由に
相手と対応して踊ったり、まとまりのある動きを
工夫して踊ったりする）が取り入れられた（文部
省，1998，1999）。
平成20年に改訂された現行の学習指導要領に
おいては、中学校と高等学校の「ダンス」の運動
は、「創作ダンス」、「フォークダンス」、「現代的
なリズムのダンス」のままであるが、それらの学
習指導内容は、より明確化され、体系化されてい
る。さらに、注目すべき改訂点は、中学校１年生・
２年生でこれまで選択必修であった武道とダンス
が必修となり、ダンスは、男女ともに共修として
履修させるようになったことである（文部科学
省，2008a，2008b，2009a，2009b）。
平成元年の学習指導要領で体育科において男女
共修やダンスや武道の選択制が導入された時期か
ら、教育現場では指導者の戸惑いや課題が生じて
いるのも事実である。さらに、体育科におけるダ
ンスの必修化に伴い、これまであまり指導対象と
ならなかった男子中学生へのダンス指導をどのよ
うに行ったら良いのか等、より多くの課題が呈さ
れている。そこで、例えば必修化により初めてダ
ンス指導に取り組まなければならなくなった男性
体育教師にとっても役立つような、取り組みやす
いダンス教材の検討や、その指導法の確立あるい
は普及が課題と言えよう。
「ダンス」に関する理論的・実践的研究は、幾
多かみられる（畑野，1988，1989）が、筆者は、
従来から「ダンス」や「表現運動」に関して、指
導者の取り組みの観点から授業実施を促進するた
めのアプローチに焦点化した研究を行ってきた。
例えば、小学生の「表現運動」の授業実施を促進
するために、教員向けの教員用支援DVDを作成
した（畑野・久山，2011）。そして、これを用い
て協力が得られた現場教員に「表現」授業の指導
計画から授業実践までの一連の学習指導を行って
もらい、DVDの有用性について検討した（畑野・
久山，2012a，2012b）。この教員用支援DVDには、
「ウォーミングアップ（リズムダンス）」「新聞紙
と遊ぼう」等の内容が含まれ、経験の浅い教員で
も理解し実践しやすい工夫がなされている。特に
「新聞紙と遊ぼう」は、村田（1998）が紹介した「新
聞紙」を用いた授業を参考にして作成しており、
身近なものを手軽に利用でき、十分な教育効果も
期待できる。また、日本の舞踊教育の母といわれ
る松本ら（2004）も、雑誌「女子体育」で「新
聞紙」を用いた表現の授業・保育を取り上げてい
る。具体的には、「感受するこころ　発信するか
らだ―目で見るダンス授業―」において、「心身
を解きほぐす導入」として紹介し、「幼児から大
学生まで、アッという間にいつもとは違った世界
に連れて行ってくれる課題である」と述べている。
さらに筆者らは、このような特徴を有する教員
用支援DVDに収められている学習内容を用いた
実践研究を、小学校教員だけでなく幼稚園教員や
児童教育学科の学生（将来の幼稚園教員）等に対
象を広げて実施してきたが（畑野・久山，2012a，
2012b）、中学校や高等学校における「ダンス」
教育を想定した検討は未だ実施できていない。ま
た、既報では、「新聞紙」を教材とした実践事例
に関して、幼稚園等、小学校、大学（教員養成対
象の授業）における授業等の実践報告と、講習会
における「新聞紙」を用いた授業等の提示事例に
関して検討した（畑野・久山，2015）。しかしな
がら、中学校と高等学校における「新聞紙」を教
材とした実践事例に関しては、未検討であった。
筆者らは、自作の教員用支援DVDに集約され
た独自の学習指導内容が、全ての学年のダンス教
育に応用可能となるユニバーサルな教育方法であ
ると考え、本報では、これまで未検討であった中
学生や高校生に対する学習指導への応用の可能性
を検討することにした。具体的には、中学校や高
等学校における「ダンス」を対象とした先行研究
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の動向を概括し、中学生や高校生向けのダンス教
材の特徴をまとめる。特に、筆者が着目する「新
聞紙」を教材とした実践事例を中心に基礎資料を
収集し、必修化により初めてダンスを指導する教
師にとっても取り組みやすい中学生や高校生を対
象としたダンス教材がどのようなものか、さらに
その学習指導内容や指導法を普及させるためにど
のような工夫がなされているか等を検討する。
Ⅱ　方　法
１．対象とした文献資料
本報における文献資料は、既報（畑野・久山，
2015）と同様に、表現・ダンス実践をコンテン
ツとしている代表的な発刊雑誌である「女子体育」
を対象とする。「女子体育」を取り上げる理由は、
それが我が国のダンス教育を牽引してきた日本女
子体育連盟（1954年設立）の機関誌であり、幼・
小・中・高・大の学校体育や生涯スポーツの指導
に役立つように、保育や教育の現場における様々
な場面でのダンス指導をわかりやすく紹介してい
ることによる。その「女子体育」の中でも、本報
では、学習指導要領が前々回改訂された1989年
３月～1998年11月（Ⅰ期）及び、学習指導要領
が前回改訂された1998年12月～2008年２月（Ⅱ
期）の20年間に及ぶ月刊誌を対象とする。なお、
本報では、表記上、Ⅰ期及び、Ⅱ期と示すことと
する。また、「新聞紙」を学習単元に組み込んだ
数多くの報告の中から、今回は、ダンス領域の立
場から、中学校と高等学校における取り組みの内
容に関する記述があった報告を取り上げる。な
お、Ⅰ期及び、Ⅱ期の時期における中学校・高等
学校における実践例に関して、既報（畑野・久山，
2015）で取り上げた幼稚園等、小学校、大学（教
員養成対象）における授業等の実践報告と、講習
会における新聞紙を用いた提示事例と複合的に含
んでいる報告は、割愛する。
２．文献資料に関する手続き
収集した資料の内容から、新聞紙を用いた授業
等の実践報告等を抽出した。具体的な内容に関し
ては、校種ごと指導要領の年代ごとに分類して概
括する。なお、年代は前述したように、本報の表
記上、Ⅰ期（学習指導要領が前々回改訂された
1989年３月～1998年11月）、Ⅱ期（指導要領が前
回改訂された1998年12月～2008年２月）に分け
て概括する。
Ⅲ　結　果
結果に関しては、「新聞紙を用いた授業の取り
組み」について中学校と高等学校ごとに、述べて
いく。なお、「新聞紙」を用いた授業における具
体的な様子に関しては、しばしばみられる動きを図１
～図４（図１．新聞紙くぐり、図２．新聞紙の動
きの模倣①（ピンと張る）、図３．新聞紙の動き
の模倣②（ねじる）、図４．新聞紙の動きの模倣
③（ひらひらする））にイラストで示す 。
図１．「新聞紙」くぐり
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１．中学校・高等学校における「新聞紙」を用い
た授業の実践報告の分析基準
実践報告の概要におけるキーフレーズの抽出に
ついては、既報において実施した方法に基づくこ
ととした。すなわち、幼稚園等、小学校、大学（教
員養成対象の授業）における「新聞紙」を用いた
授業等の実践報告と講習会における「新聞紙」を
用いた授業等の提示事例に関して、ダンス教育研
究者２名で検討した。その結果、多くの報告者の
内容は、大きく「『新聞紙』を取り上げた理由」、
「授業のねらい」、「生徒の感想」、「教師の感想・
考察等」の４つに分けられると判断した。なお、
それぞれの実践の中で、特に報告されていないも
のに関しては記載しない。このようにして、「新
聞紙」を用いた授業の実践報告に関して、上記の
キーフレーズ等を観点としてまとめた。その結果
を表１‒１、表１‒２、表２‒１、表２‒２に示す。
具体的な内容に関しては、校種ごとに概括するこ
ととする。
２．中学校における「新聞紙」を用いた授業の実
践報告
2.1．Ⅰ期（1989年３月～1998年11月）
中学校におけるⅠ期の実践報告は、12件みら
れ、内２件は高等学校と重複した実践報告であっ
た。これらの報告でも、「新聞紙」に関する多様
なキーフレーズが抽出された。そのキーフレーズ
を４つの内容ごとに、表１‒１に示した。 具体的
にみると、「『新聞紙』を取り上げた理由」におい
て腰高は、「はずかしさや遠慮を取り払い。これ
がダンスかと思わせるような動きの発見。無心に
なっていつの間にか思い切り動いていた、という
満足感」と記している。また、その授業では、「思っ
たより楽しい、新聞紙でたくさん動きを見つけら
れた」という生徒の感想がみられた。
2.2．Ⅱ期（1998年12月～2008年２月）
中学校におけるⅡ期の実践報告は、11件みら
れた。これらの報告でも、「新聞紙」に関する多
様なキーフレーズが抽出された。そのキーフレー
図３．「新聞紙」の動きの模倣②（ねじる）
図２．「新聞紙」の動きの模倣①（ピンと張る）
図４．「新聞紙」の動きの模倣③（ひらひらする）
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ズを４つの内容ごとに、表１‒２に示した 。
具体的にみると、「『新聞紙』を取り上げた理由」
において熊谷・藤田（2003）は、「初めてダンス
に取り組む生徒、初めてダンスの授業を指導する
先生、課題学習の導入、初めて取り組む課題とし
て『新聞紙』は最適、知らず知らずのうちに楽し
く動きを発見できる。ダンスの先入観を取り除け
るというよさ」と記している。また、その授業で
は、「『意外に面白い！』『新聞紙の気持ちがわかっ
た！』『新聞紙だけに集中していると、自然に体
が動くんだ』など、ダンスに対して構えていた心
がほぐれ『私でもできそうだ』」という生徒の感
想がみられた。さらに、「前向きの姿勢が見られ
るようになります。加えて、身近なもので動きが
発見できることや改めてそのものをよく観察でき
る」という指導者の考察が記されている。
３．高等学校における「新聞紙」を用いた
授業の実践報告
3.1．Ⅰ期（1989年３月～1998年11月）
高等学校におけるⅠ期の実践報告は、６件みら
れ、内２件は中学校と重複した実践報告であっ
た。これらの報告でも、「新聞紙」に関する多様
なキーフレーズが抽出された。そのキーフレーズ
を４つの内容ごとに、表２‒１に示した 。
具体的にみると、「『新聞紙』を取り上げた理由」
において高野（1991）は、「ものを持つことで、
羞恥心に煩わされることなく動きを引き出せる、
運動課題的にひと流れの動きに、運動量も多く、
我を忘れて精一杯動ける」と記している。また、
その授業では、「新聞紙になり切って動けた。あ
んなにも自分がなりきれるなんて思わなかった。
とてもおもしろかった」という生徒の感想がみら
れた。さらに、「遊び心を刺激されて、心身が解
放されて自由に動ける」という指導者の考察が記
されている。また、この実践を踏まえた後、同じ
報告者である高野（1996）は、取り上げた理由
として、「無理なく学習が進められる」と記して
いる。授業のねらいについては、「自意識をなく
し、全身で精一杯動き楽しみつ、ダンスの世界に
導く」と記している。また、その授業では、「恥
を捨てて新聞紙と遊んだ。いろいろとおもしろい
発見があった。新聞紙一枚で、気持ちやあるもの
の動きを自分なりに表現できることはすごい」と
いう生徒の感想がみられた。さらに、「生徒の持
つ過去のダンスの概念を払拭し、ダンスを自由な
もの、楽しいものと捉える課題として有効であっ
た」という指導者の考察が記されている。
3.2．Ⅱ期（1998年12月～2008年２月）
高等学校におけるⅡ期の実践報告に関する結果
については、16件みられた。これらの報告でも、
「新聞紙」に関する多様なキーフレーズが抽出さ
れた。そのキーフレーズを４つの内容ごとに、表
２‒２に示した。
具体的にみると、「『新聞紙』を取り上げた理由」
において時得（2003）は、「少ない授業数で『い
かに生徒の心と体をほぐすか』」と記している。
授業のねらいについては、「新聞紙を手がかりに、
気軽に表現の世界に入る」と記している。また、
その授業では、「新聞紙がただの紙ではなく、色々
なものに見えてきた」という生徒の感想がみられ
た。さらに、「今までのダンスに対するイメージ
とはかなり違い、戸惑っていた、身近なものでも
ダンスになるということで、表現の世界を身近な
ものに感じさせた、これなら生徒に何とか楽しい
授業ができる」という指導者の考察が記されてい
る。
またこの実践以外にも、片寄（2004）は、「創
作ダンスへのチャレンジ～教師と生徒が共に歩ん
だ９時間＋α～」と題し、「新聞紙」を導入とし
た創作ダンスの学習指導過程に関して、次のよう
に詳細に報告している。「『新聞紙』を取り上げた
理由」に関して、「創作ダンスに対する意識変化
と、創作する楽しさや、連結感・充実感などを生
徒と一緒に味わえたらと思い」と記されている。
また、その授業では、次のような生徒の感想がみ
られた。「簡単にできた」「最初は恥ずかしかった
けど、友達と一緒だと楽しかった」「おもしろかっ
た」「こんなものでいいのかな…」「新聞紙の新た
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な使い方発見」「もう少しやっても良かったかも
…」等である。また、授業時問の合言葉が感想に
見られ、生徒が授業でそれらを達成したことがわ
かる様子が伝わってくる。授業を重ねるととも
に、創作ダンスに対する意識の変化も十分にあら
われてきている。そして、「やってよかった」「こ
んなに熱くなったのは高校入って初めて」「いい
思い出ができた」「クラスがはじめて団結できた」
「○○ちゃんが踊るとは思ってもみなかった」「青
春した」「ステージに立って緊張したけど快感だっ
た」「チャレンジしてよかった」さらに、指導者
の考察等は、次のように記されている。「今回の
新聞紙で、これだけの作品ができるとは、私自身
も予想していなかったので驚いたと共に生徒の意
欲と創造力に感心した。『花火やってみたい』の
感想から、創作ダンスに対する意欲をもう少し深
めることができるという手ごたえを感じた。そこ
で、当初予定していた３時間を延長し、生徒同士
の評価が高かった『花火』と『波』を発展させて
続きを創作することにした。生徒たちが創作ダン
スを通して、達成感や踊ることの楽しさを充分に
味わうことができて良かったと思った。また、最
初は、できるかどうか不安で、悩んだりもしたが、
こんなにも広がりを見せるとは思ってもみなかっ
た。正直なところ、私自身とても驚いたとともに、
精一杯取り組んでくれた生徒に心から感謝してい
る。専門家ならば、的確なアドバイスや動きの指
示ができるのだが、経験浅い私にとって伝えられ
ることはごくわずか。それでも、生徒と一緒に作
り上げたという達成感と一体感を私も感じること
ができた。この多くの成果をこれからの授業に役
立てて行きたいと思う。」このような「新聞紙」
を導入とした創作ダンスの学習指導過程は、ダン
ス初心者の指導に関する有益な情報を提供してい
ると思われる。
Ⅳ　考　察
以上、順に述べてきた中学校でのⅠ期・Ⅱ期に
おける実践事例、高等学校でのⅠ期・Ⅱ期におけ
る実践事例について総括し、考察を試みる。中学
校でのⅠ期・Ⅱ期、高等学校でのⅠ期・Ⅱ期、い
ずれにおいても、「新聞紙」から広がる表現は、
ものを持つことで、恥ずかしさの軽減を促し、自
然に動きを引き出せる等様々な効果があり、特に
楽しさの追及、多様な動きにつながり、心身の解
放につながると示唆される。
Ⅰ期についてみると、それ以前の学習指導要領
から、体育科の目標「運動に親しむ習慣を育てる」
（文部省，1989a）が反映され始めた時期である。
中学校では、個人差にも配慮され、男女共修や選
択性が導入された。高等学校でも同様に、学習指
導要領（文部省，1989b）に示されている保健体
育科体育の目標である「生涯を通じて継続的に運
動ができる能力と態度を育てる」が、反映され始
めた時期である。そして、ダンスに関しては、そ
の内容として次のように記されている。「次の運
動の技能を身に付け、感じを込めて踊ったり、み
んなで楽しく踊ったりすることができるようにす
る」と記され、「創作ダンス」、「フォークダンス」
が示されている（文部省，1989a，pp.78-79）（文
部省，1989b，p.89）。したがって、その中でも「楽
しく」がキーフレーズとなっており、指導者に「楽
しい体育」への観点が反映されているものと考え
られる。
また、Ⅱ期についてみても、中学校学習指導要
領（文部省，1998）、高等学校学習指導要領（文
部省，1999）のいずれにおいても、同様の主旨
で体育科の目標が示されている。さらに、Ⅱ期の
平成10年の学習指導要領において、従来の学習
指導要領にみられる「創作ダンス」、「フォークダ
ンス」に加え、新たに「現代的なリズムのダンス」
が取り入れられた（文部省，1998，1999）。「現
代的なリズムのダンス」とは、現代的なリズムに
のって、自由に相手と対応して踊ったり、まとま
りのある動きを工夫して踊ったりするとされてい
る。つまり、Ⅱ期の平成10年以降は、リズムの
特徴をとらえ、リズムに乗って全身で踊るという
新しい学習指導内容が注目され始めた時期であ
る。そのため創作ダンスという立場から見ると、
従来のイメージをとらえたり深めたりして表現す
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る創作ダンス指導への時間的な制約に苦慮もあっ
たと推察される。「現代的なリズムのダンス」導
入という新しい学習環境の中で、「新聞紙」を導
入とした創作ダンスの学習指導過程に関する実践
報告は、指導経験の少ない教師にとっても、創作
ダンス指導への示唆を与えていると思われる。ま
た、「新聞紙」を用いた授業は、他の実践報告に
おいても、前述した実践のように、ダンス単元の
中で導入として実施されることが多くみられた。
したがって、「新聞紙」を用いた学習活動は、授
業の導入段階で心身を解放し、人とのかかわりを
スムーズにすることで、その後の学習をより効果
的に促すことがうかがえる。このような「新聞紙」
を用いた学習効果は、幼稚園等、小学校、大学（教
員養成）、講習会における授業等の実践報告や提
示事例に関する筆者らの報告（畑野・久山，
2015）でも指摘されている。
さらに、筆者らが既報（畑野・久山，2015）
で指摘した「新聞紙」をどのように扱っているか
に着目してみる。扱い方について、既報（畑野・
久山，2015）では、「新聞紙を使って遊ぶ」、「新
聞紙になって動く」、「新聞紙を何かに見立てる」
という３つに大別した。本報においても同様に、
実践報告全体では、「新聞紙を使って遊ぶ」「新聞
紙になって動く」が多かった。そして、そこから
の発展として「新聞紙を何かに見立て」、創作ダ
ンスへと授業を展開している報告もみられた。
以上のことを踏まえて、「新聞紙」を用いた授
業に関してまとめると、松本ら（2004）が述べ
ように、ダンスの授業における「新聞紙」は、中
学生・高校生を含む幼児から大学生・大人までを
対象として、授業における導入として心身をほぐ
し、コミュニケーションを図る等に効果的と思わ
れる。また、学習者の発達段階や経験の差異に基
づき教材の難易度を変えることにより、どの年
代・どのようなダンス経験においても効果的な汎
用性の高い教材であるといえる。このことは、本
報での分析対象の時期から外れるものの、「男子
による男子のためのダンス～初めての表現授業を
振り返って～」（髙橋、2008）においても言及さ
れている。また、初心者への指導については、「中
学で初めて出会うダンス単元の展開～中学校１年
生、男女共習のダンスの授業～」（川村，2013）
にもみられる。さらに、ダンス指導ハンドブック
「初めての指導・一歩進んだ指導」において、寺
山（2009）、高橋（2009）や細川（2009）によっ
ても指摘され、提案されている。
以上のことから、ダンス指導に苦手意識のある
教師にとっても、取り組みやすい教材として、「新
聞紙」を用いた学習指導は、ダンスの授業の導入
段階で取り上げられる場合が多く見られる。具体
的には、ダンスの授業という枠組みにとらわれ
ず、誰もが体験できるやさしい運動による体ほぐ
しの運動感覚から、「新聞紙」を模倣して楽しん
で動いていたら、いつのまにかそれが自然にダン
スへと繋がっていくような学習指導過程となって
いる。つまり、「新聞紙」を用いた学習活動自体が、
ダンスの授業における学習指導内容やその指導法
に繋がると思われる。
教師の指導に関しては、生徒が「新聞紙」になっ
て夢中になって動き、心身を解放して活動できる
ような教師の言葉かけ等が重要となってくる。そ
の際、「新聞紙」の操作やそれに伴う模倣の動き
から、生徒同士のコミュニケーションが生まれや
すい学習環境への配慮も重要と思われる。また、
「新聞紙」の動きの模倣では、「新聞紙」になりきっ
て、伸びる・ねじる・跳ぶ・転がる・回る等の多
様な動きが導き出せるような言葉かけに工夫が必
要となろう。そして、目の前で動く「新聞紙」か
らイメージを広げ、動きのバリエーションを増や
し、自分達で自分達なりのダンスを創ることが出
来ると誰もが実感できる授業へと展開できると思
われる。
Ⅴ　総　括
本報では、これまで筆者が未検討であった中学
校・高等学校におけるダンスの学習指導内容と指
導法に関して考察するために、1989年３月から
20年間に及ぶ月刊誌「女子体育」を対象として、
「新聞紙」を教材とした実践報告を検討した。
－54－
そして、「新聞紙」に関するダンスの実践報告
は幾多かみられ、それらの特徴をまとめた。その
結果、小学校・大学等と同様に、気軽に取り組め
て楽しめるダンスの授業の導入として、心身を解
放して多様な動きに繋がるダンスの学習指導内容
やその指導法に展開できるということが、多くの
実践報告で指摘されていた。このことから、中学
校・高等学校においても、「新聞紙」を用いた学
習指導は、必修化により初めてダンスを指導する
教師にとっても取り組みやすい、効果的な教材で
あることが再確認できた。今後、これまで筆者ら
が取り組んできた教員用支援DVDに象徴される
表現運動・ダンスに関する教材開発をさらに深
め、「新聞紙」のように身近なものを用いてダン
スへと展開できる授業に対するヒントとなるプロ
グラムを実践し、体育科の学習指導内容と指導法
に関する検討を重ねたい。
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